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Ⅰ．方針 

１．現代の陶芸を中心に現代工芸の展覧会を企画運営する美術館として、多くの来館者に

陶磁器を中心とした工芸の魅力と将来像について発信することにより美術・文化の振興

に寄与します。 

２．優れた陶芸家・工芸家等の表彰と、入賞・入選者による講演会等の開催により現代工

芸界等の発展に寄与します。 

３．美術鑑賞の教育普及活動を推進し、地域との連携を図ると共に社会に貢献します。 

 

Ⅱ．事業の概要 

１．美術作品の収集、保存、公開 

（1）収集 

収蔵作品の充実のため、現代陶芸作家の中から優秀作品を収集しました。 

 

（2）保管 

収蔵作品の保存、公開のために毎日状態を観察把握し、遺漏のないよう管理しました。 

 

（3）展覧会の企画開催 

 

1）「菊池コレクション 現代陶芸のすすめ」展の開催と実績 

  

陶芸といえば日用陶器や茶陶をはじめとした道具としての器を想像されるかもしれませ

ん。しかし、現代の陶芸には器の形態を用途や機能ではなく立体造形としてとらえる制作が

あり、また、素材や技法、伝統など陶芸にまつわる要素を独自の視点でとらえたオブジェ的

な造形作品が存在します。個人作家によって展開される多様な制作、その未知なる思考、美

意識に当館設立者の菊池智（1923～2016）は魅了され、20 世紀後半以降の日本の陶芸作品

を精力的に蒐集しました。そして、1983 年には自身のコレクションによる展覧会「Japanese 

Ceramics Today（現代日本陶芸展）」をスミソニアン国立自然史博物館のトーマス・M・エバン

スギャラリー（米・ワシントン）で開催します。当時 40 代から 50 代であった作家たちの作品

を中心に構成し、日米の貿易摩擦が問題となるさなかに日本の同時代の文化を紹介する展覧会

が受け入れられた経験は、菊池がその後、文化事業に注力していく契機ともなりました。本展で

は、同展出品作をはじめ、1970 年代から 80 年代の作品を中心に展示し、日本の現代陶芸の展開

を紹介しました。 

[展覧会名]  「菊池コレクション 現代陶芸のすすめ」展 

[会    期]    2025 年 1 月 18 日（土）～5 月 6 日（火・振） 【開館日数 94 日】 

        2025 年度内 4 月 1 日（火）～5 月 6 日(火・振)  【開館日数 32 日】 

[主    催]    公益財団法人菊池美術財団、日本経済新聞社 
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[協    賛]  株式会社南悠商社 

[出品点数・内容] コレクションから 1970 年代 80 年代の作品を中心に 43 作家、61 点 

[担当学芸員]  島崎慶子 

 

[関連行事（計画）] 

■担当学芸員ギャラリートーク  

いずれも土曜日 

2 月 1 日、22 日／3 月 15 日／4 月 26 日 

 

[広告宣伝] 

 ■プレスリリース配信       2024 年 11 月 21 日（木）日本語 

                  2024 年 12 月 5 日（木）英語 

■ポスター・チラシ発送      2024 年 12 月 11 日（水） 

■プレスプレビュー        2025 年 1 月 17 日（金） 

■SNS ユーザー向け特別鑑賞会    2025 年 1 月 18 日（土） 

■有料広告 

・SNS 広告 

2025 年 1 月 18 日～27 日 Instagram、Facebook 

     2025 年 1 月 31 日～2 月 9 日 X 

     2025 年 4 月 4 日～13 日 Instagram、Facebook   

   ・web 広告 

     2025 年 1 月 17 日配信 Tokyo art beat 

     2025 年 3 月 21 日～30 日 yahoo!広告   

■駅貼りポスター  

京王線・京王井の頭線交通広告一式 30 面 

東京メトロ 18 面 

    1 月～2 月 1 週間 虎ノ門ヒルズ、神谷町、六本木一丁目、六本木、三越前 

（5 駅 7 面） 

    3 月～4 月 1 週間 虎ノ門ヒルズ、神谷町、六本木一丁目、六本木、 二重橋前、 

乃木坂、竹橋（7 駅 11 面） 

  ■ホームページ 

  ■SNS 

      Facebook 

      X 

Instagram 

Threads 
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[観覧者数]  

①会期全体 

◆観覧者総数                 8,208 人（87.3 人／日 開館日数 94 日） 

○有料観覧者数          6,371 人（67.8 人／日） 

内訳／一般                2,971 人 

大学生                225 人 

小中高生               38 人 

障害者                 117 人 

ぐるっとパス      2,890 人 

リピート割引入館        0 人 

その他割引          8 人 

前売券等        122 人   

○新聞                1,387 人（14.8 人／日） 

          内訳／朝日・読売・毎日    255 人 

        日経          1,132 人 

   ○無料観覧者数            450 人（4.8 人／日） 

内訳／招待者            450 人 

 

[観覧者数]  

②2025 年度内 

◆観覧者総数                 3,372 人（105.4 人／日 開館日数 32 日） 

○有料観覧者数          2,195 人（68.6 人／日） 

内訳／一般                1,161 人 

大学生                 86 人 

小中高生               15 人 

障害者                  43 人 

ぐるっとパス        817 人 

リピート割引入館        0 人 

その他割引           0 人 

前売券等         73 人   

○新聞                 946 人（29.6 人／日） 

          内訳／朝日・読売・毎日     191 人 

        日経           755 人 

   ○無料観覧者数            231 人（7.2 人／日） 

内訳／招待者            231 人 
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[関連事業参加人数] 

・SNS ユーザー向け特別鑑賞会  （1 月 18 日） 23 人 

・プレスプレビュー           （1 月 17 日） 17 人 

・学芸員ギャラリートーク      （2 月 1 日）  15 人 

                   （2 月 22 日） 15 人 

（3 月 15 日） 23 人 

（4 月 26 日） 25 人 

 

[団体見学] 

・京葉ガス                    2 月 5 日（水）            3 人 

・花王アート鑑賞会       2 月 21 日（金）       10 人 

・宇都宮文星芸術大学      3 月 7 日（金）        7 人 

 

[新聞・雑誌等における掲載] 

◆新聞 

2025 年 1 月 29 日（水） 東京新聞朝刊 メトロポリタン＋「美術館・博物館」欄 

2025 年 2 月 17 日（月） 日本経済新聞朝刊 展覧会 

2024 年 12 月 13 日（金） 東洋経済新報 チケットプレゼント 

2025 年 1 月 14 日（火）～朝日新聞夕刊 隔週掲載「美術館・博物館」一覧表 

2025 年 2 月 4 日（火）  朝日新聞夕刊 「美の履歴書」記事 大西若人 

2025 年 2 月 17 日（月） 日本経済新聞夕刊 「夕刊文化」記事 鴻知佳子 

2025 年 2 月 19 日（水） 東京新聞朝刊 メトロポリタン＋「美術館・博物館」欄 

2025 年 2 月 23 日（日） 陸奥新報 展覧会紹介記事 

◆雑誌（美術・専門誌等） 

『美術手帖』1 月号 12 月 6 日発売 展覧会案内 

『茶の湯』1 月号 1 月 1 日発行 展覧会案内 

『月刊美術』1 月号 1 月 20 日発行 スケジュール欄および美術館情報欄 

『新美術新聞』2 月 1 日号 1 月 24 日発行 展覧会紹介 

『陶説』2 月号 857 号、3 月号 858 号 展覧会紹介 

『生け花龍生派』会報誌 3 月号 

◆雑誌（一般・地域誌等） 

『女性自身』1 月 25 日発売号 アートテラー・とに～連載 

『GQ』3 月号 1 月 31 日発売 展覧会紹介 

『和樂』2025 年２・3 月合併号 美術展カレンダーおよび注目の展覧会 

『和樂』2022 年 4・5 月合併号 美術展カレンダー 

『Gen de Art le Magazine』 
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◆その他 紙媒体 

『虎ノ門フリーマガジン』１月号 

『Kiss ポート』3 月号 

『Channel Bay』 3 月号 

◆主な Web 

日本経済新聞社 

アートアジェンダ 

ウェブ美術手帖 展覧会紹介 

ウェブ美術手帖 レポート 

スフマート 

Tokyo Art Beat 

アートテラー・とに～の【ここにしかない美術室】 

ウォーカープラス 

青山デザインフォーラム 

美術展ナビ 展覧会紹介 

美術展ナビ レポート 

インターネットミュージアム 

国立新美術館 アートコモンズ 

展覧会・博物館・美術館・記念館 

ADF ウェブマガジン 

陶芸ネット 

Kiss ポート 

KOUBO 

KATYCOME 全国で見られるおすすめ展覧会 100 

MAGMOE 

Metropolis 

Artpil 

 

 

2）「鳥々 藤本能道の色絵磁器」展の開催と実績 

 

藤本能道（1919～1992）は写実的で奥行のある色絵を追求し、1986 年に色絵磁器の重要無形

文化財保持者に認定されました。絵具の濃淡でモチーフを立体的に描き、それを白磁の肌と一体

化させて見せるために、背景を表す技法として「釉描加彩（ゆうびょうかさい）」を開発します。

主なモチーフは鳥です。色絵の魅力は絵具や釉薬の重なりによる層状の表現にありますが、鳥を

描いた色絵の下層に水彩画のような淡い景色を表すことで器の奥へと広がる写実的な、それで
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いてやきものの文様としての抽象性も有する独自の表現を生み出したのです。 

 東京美術学校（現・東京藝術大学）で工芸図案を学んだ藤本は、実技を身につけるため卒業後

に同校敷地内に設置されていた文部省工芸技術講習所に入所し、後にともに色絵磁器で重要無

形文化財保持者となる富本憲吉（1886～1963）、加藤土師萌（1900～1968）に指導を受けまし

た。実家はやきものとは関わりがなく、講習所卒業後は個人の制作を続けながら富本の助手、陶

磁器デザイナー、あるいは指導者として、東京から岐阜、京都、和歌山、鹿児島など各地を転々

としていきます。京都市立美術大学（現・京都市立芸術大学）に勤務していた時代には走泥社や

モダンアート協会に参加しオブジェ陶で注目もされますが、1962 年に東京藝術大学助教授に就

任以降、環境を整えながら徐々に色絵に専心していくことになります。 

 本展は、1970 年代半ばから最晩年となる 91 年までを中心に、素材や技法を開発して色絵磁器

に取り組んだ充実期の作品を通して、藤本能道の表現の深化と技術の関係に着目し、開催しまし

た。 

 

[展覧会名]  「鳥々 藤本能道の色絵磁器」展 

[会    期]    2025 年 6 月 7 日（土）～9 月 28 日（日）【98 日開館】 

[主    催]    公益財団法人菊池美術財団、日本経済新聞社 

[協    賛]  株式会社南悠商社 

[出品点数・内容] コレクションから 1970 年代半ばから最晩年となる 91 年までを中心に藤

本能道作品 57 点。および、富本憲吉 3 点、加藤土師萌 2 点、計 62 点 

[担当学芸員]  島崎慶子 

 

[関連行事（計画）] 

■ともび de バードウォッチング 

高橋雅雄（岩手県立博物館学芸員〈鳥類担当〉）with アートテラー・とに～ 
8 月 23 日（土） 

■担当学芸員ギャラリートーク  

いずれも土曜日 

6 月 21 日／7 月 26 日／8 月 2 日、8 月 16 日 

 

[広告宣伝] 

 ■プレスリリース配信       2025 年５月１日（木）日本語 

                  2025 年 6 月 14 日（土）英語 

■ポスター・チラシ発送      2025 年 5 月 19 日（月） 

■プレスプレビュー        2025 年 6 月 6 日（金） 

■SNS ユーザー向け特別鑑賞会    2025 年 6 月 7 日（土） 
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■有料広告 

・SNS 広告 

6 月 7 日～16 日 Instagram、Facebook 

6 月 20 日～29 日 X 

7 月 16 日～21 日 Instagram 英字広告 

7 月 25 日～8 月 3 日 Instagram 

9 月 5 日～14 日 Instagram 

   ・ウェブ広告 

8 月 8 日～17 日 Yahoo!広告 

   ・ウェブ美術サイト広告 

6 月 6 日（金）Tokyo Art Beat 記事配信 

7 月 10 日（木）web 美術手帖 記事配信 

  8 月 1 日（金）Tokyo Art Beat  バナー広告配信 

■駅貼りポスター  

京王線・京王井の頭線交通広告一式  30 面 

東京メトロ 18 面 

6 月 1 週間 虎ノ門ヒルズ、神谷町、六本木一丁目、六本木、上野、二重橋前、 

三越前（7 駅 7 面） 

7 月 1 週間 虎ノ門ヒルズ、神谷町、六本木一丁目、六本木、上野、表参道 

（6 駅 6 面） 

    8 月 1 週間 虎ノ門ヒルズ、神谷町、六本木（3 駅面） 

    9 月 1 週間 六本木一丁目、三越前（2 駅 2 面） 

  ■ホームページ 

  ■SNS 

      Facebook 

      X 

Instagram 

Threads 

 

 

[観覧者数]   

◆観覧者総数                 8,815 人（89.9 人／日 開館日数 98 日） 

○有料観覧者数          6,778 人（69.2 人／日） 

内訳／一般                2,706 人 

大学生                121 人 

小中高生               35 人 
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障害者                  99 人 

ぐるっとパス       3,704 人 

リピート割引入館        3 人 

その他割引          6 人 

前売券等        104 人   

○新聞                1,708 人（17.4 人／日） 

          内訳／朝日・読売・毎日    409 人 

        日経           1,299 人 

   ○無料観覧者数            329 人（3.4 人／日） 

内訳／招待者            329 人 

 

[関連事業参加人数] 

・プレスプレビュー             （6 月 6 日）  8 人 

・SNS ユーザー向け特別鑑賞会    （6 月 7 日）  18 人 

・ともび de バードウォッチング  （8 月 23 日） 55 人 

・学芸員ギャラリートーク         （6 月 21 日） 15 人 

                     （7 月 26 日） 23 人 

（8 月 2 日）  25 人 

（8 月 16 日） 27 人 

 

[団体見学] 

・京葉ガス新入社員研修            6 月 20 日（金）          25 人 

・三菱総研芸術鑑賞会        9 月 17 日（水）       17 人 

・SMILE（松屋）          9 月 26 日（金）       16 人 

 

[新聞・雑誌等における掲載] 

◆新聞 

2025 年 6 月 4 日（水）東京新聞朝刊 メトロポリタン＋「美術館・博物館」欄 

2025 年 6 月 8 日（日）陸奥新報 美術館紹介・プレゼント欄 

2025 年 7 月 1 日（火）陶業時報 展覧会紹介 

2025 年 8 月 5 日（火）～朝日新聞夕刊 隔週掲載「美術館・博物館」一覧表 

◆雑誌（美術・専門誌等） 

『月刊美術』6 月号 スケジュール欄および美術館情報欄 

『和樂』８・９月号 注目の展覧会コーナー 

『和樂』10・11 月号 間もなく終了！の必見展覧会コーナー 

『アートコレクターズ』7 月号 展覧会情報欄 



-9- 

 

『淡交』7 月 28 日号 展覧会情報欄・プレゼント欄 

『陶説』5 月号 展覧会情報 

『陶説』6 月号 展覧会情報 

『陶説』７月号 展覧会情報 

『陶説』8 月号 展覧会情報 

『陶説』9 月号 展覧会情報、記事（島崎執筆） 

◆その他 紙媒体 

『カンフェティ』8 月号 展覧会情報・プレゼント欄 

『みなとぴっく』8 月号 美術館・展覧会紹介 

◆主な web 

日本経済新聞社 

アートアジェンダ 

スフマート 

Tokyo Art Beat 

美術展ナビ 

ArtDaily  

美術手帖 

陶芸ネット 

 

 

3）「第 11 回菊池ビエンナーレ 陶芸の現在」展の開催と実績 

 

陶芸の振興を目的に、菊池美術財団および菊池寛実記念 智美術館が 2004 年度より隔年で開

催している陶芸の公募展「菊池ビエンナーレ」。応募資格や制作内容に制限を設けずに募集し、

第 11 回を迎えた今回は過去最多となる 452 点の応募から、第 1 次画像審査と第 2 次作品審査を

経て受賞作品 5 点を含む入選 46 点を選出しました。本展では入選作品を一堂に展示し、器形態

からオブジェ的な造形作品まで、創意と技術が織りなす多様な制作によって「陶芸の現在」を紹

介しました。 

[展覧会名]  「第 11 回菊池ビエンナーレ 陶芸の現在」展 

[会    期]    2025 年 12 月 13 日（土）～2026 年 3 月 22 日（日）【82 日開館】 

[主    催]    公益財団法人菊池美術財団、日本経済新聞社 

[協    賛]  株式会社南悠商社、京葉ガス株式会社 

[出品点数・内容] 受賞作品 5 点を含む入選作品 46 点 

[担当学芸員]  島崎慶子 
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[募集・審査日程] 

受付開始＝2025 年 6 月１日（日） 

応募締切＝2025 年 6 月 30 日（月） 

第 1 次画像審査＝2025 年 7 月 22 日（火） 

第 2 次作品審査＝2025 年 9 月 4 日（木） 

[応募数] 

452 点（国外応募 86 点、33 の国・地域） 

[審査経過] 

一次審査通過 113 点（国外作品 25 点、14 か国） 

入選 46 点（国外作品 14 点、6 か国） 

 

[関連行事（計画）] 

■授賞式 12 月 13 日（土）  

  トークセッション 12 月 13 日（土）授賞式後 

■出品作家トーク  

  1 月 31 日（土）中根楽（大賞）×正村美里（審査員） 

  2 月 14 日（土）石田和也（奨励賞）×大⾧智広（審査員） 

3 月 7 日（土）兼行誠吾・齋藤まゆ×島崎慶子（審査員）  

■担当学芸員ギャラリートーク  

いずれも土曜日 

12 月 20 日／1 月 17 日／2 月 7 日、2 月 28 日 

 

[広告宣伝] 

■作家へスケジュール告知     2024 年 10 月 21 日（月）日本語 

2024 年 11 月 12 日（火）英語 

■プレスリリース配信       募集告知 2025 年３月７日（金）日本語 

                      2025 年 3 月 26 日（水）英語 

審査結果 2025 年 10 月 1 日（水）日本語 

     2025 年 10 月 15 日（水）英語 

                 展覧会   2025 年 11 月 25 日（火）日本語 

                      2025 年 12 月 2 日（火）英語 

■ポスター・チラシ発送      2025 年 11 月 13 日（木） 

■プレスプレビュー        2025 年 12 月 12 日（金） 

■SNS ユーザー向け特別鑑賞会   2025 年 12 月 20 日（土） 
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■有料広告 

〈募集告知〉 

公募ガイド社（web） 

Ceramics Now（web） 

ウェブ美術手帖 

Tokyo Art Beat（web） 

〈展覧会告知〉 

・SNS 広告 

12 月 13 日（土）から Instagram 広告 10 日間 

1 月 2 日（金）から Instagram・X 広告それぞれ 10 日間 

1 月 29 日（木）Tokyo Art Beat 記事配信 

1 月 30 日（金）web 美術手帖 記事配信 

2 月 6 日（金）～2 月 15 日（日）TikTok 広告配信 

2 月 6 日（金）～2 月 15 日（日）Instagram 広告  

2 月 6 日（金）～2 月 15 日（日）LINE 広告 

2 月中旬から下旬 インフルエンサー SNS 配信 10 件 

・海外ウェブサイト 2 件  

2 月 26 日（木）Daily Art Magazine  配信 

3 月 5 日（木）Ceramics Now 配信 

 

■駅貼りポスター  

京王線・京王井の頭線交通広告一式 30 面 

東京メトロ 18 面 

12 月 1 週間 虎ノ門ヒルズ、六本木、三越前、表参道（4 駅 4 面） 

       2 週間 神谷町（1 駅 2 面） 

1 月 1 週間 六本木、上野、二重橋前、虎ノ門ヒルズ（4 駅 4 面） 

       2 週間 神谷町（1 駅 2 面） 

2 月 1 週間 虎ノ門ヒルズ、六本木、表参道、三越前（4 駅 4 面） 

2 週間 神谷町（1 駅 2 面） 

■ホームページ 

■SNS 

      Facebook 

      X 

Instagram 

Threads 
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[観覧者数]   

◆観覧者総数                8,533 人（104.1 人／日 開館日数 82 日） 

○有料観覧者数         6,741 人（82.2 人／日） 

内訳／一般                3,226 人 

大学生                279 人 

小中高生               42 人 

障害者                 100 人 

ぐるっとパス       2,969 人 

リピート割引入館        4 人 

その他割引          8 人 

前売券等        113 人   

○新聞                 1,152 人（14.0 人／日） 

          内訳／朝日・読売・毎日    253 人 

        日経           899 人 

   ○無料観覧者数            600 人（7.3 人／日） 

内訳／招待者            600 人 

   ○出品作家               40 人 

 

[関連事業参加人数] 

・プレスプレビュー              （12 月 12 日）11 人 

・SNS ユーザー向け特別鑑賞会    （12 月 20 日）17 人 

・学芸員ギャラリートーク          （12 月 20 日）12 人 

                      （1 月 17 日） 20 人 

（2 月 7 日）  25 人 

（2 月 28 日） 27 人  

[団体見学] 

・京葉ガス                      12 月 26 日（金）          6 人 

・東京女子美術大学         1 月 29 日（木）       13 人 

・雑誌「ハルメク」主催ツアー        2 月 13 日（金）       33 人 

2 月 17 日（火）       39 人 

2 月 18 日（水）       33 人 

・宇都宮文星芸術大学        3 月 13 日（金）       9 人 

 

[新聞・雑誌等における掲載] 

① 募集告知（ウェブサイト） 

公募展サイト掲載一覧 
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ゆめ画材 

デッサンという礎 公募展ガイドページ 

彩里陶材 

公募ナビ 

コンペナビ 

登竜門 

 

② 展覧会 

◆新聞 

2025 年 10 月 12 日（日）山陽新聞 審査結果掲載（石田和也さん、矢部俊一さんを紹介） 

2025 年 12 月 14 日（日）日本経済新聞朝刊 展覧会紹介 

2025 年 12 月 16 日（火）日本経済新聞朝刊 展覧会紹介 

2026 年 1 月 1 日（木）号 陶業時報 展覧会紹介 

2026 年 3 月 7 日（土）下野新聞文化欄 展覧会紹介（高橋朋子さん､宇佐美朱里さんを紹介） 

◆美術・陶芸専門雑誌 

『美術の窓』2025 年 4 月号 公募展情報掲載 

2025 年 11 月号 審査結果発表 

『炎芸術』164 2025 年 11 月 1 日発売号 審査結果発表 

『陶説』2025 年 11 月号 展覧会紹介 

2025-26 年 12・1 月号 展覧会紹介 

『月刊美術』2026 年 1 月、3 月 展覧会紹介 

『芸術新潮』2026 年 2 月号 展覧会レビュー 

◆一般雑誌 

『和樂』2025 年 10・11 月号、2025-2026 年 12・1 月号、2026 年 2・3 月号、2026 年 4・

5 月号 展覧会スケジュール掲載 

『カーサブルータス』2026 年 1 月号 うつわ特集（陶芸関係の美術館として紹介） 

『家庭画報』2025 年 5 月号 うつわ特集 菊池ビエンナーレ入選作家（中根楽さん、石田

和也さん、星野友幸さん、高橋朋子さん）を紹介 

◆その他（フリーペーパー等） 

『江戸樂』2025 年 2 月号 展覧会情報 

◆WEB 媒体 

アートアジェンダ 展覧会紹介 

美術展ナビ 展覧会紹介、展覧会プレビュー記事、展覧会レポート 

スフマート 展覧会紹介、展覧会レポート、YouTube 展覧会紹介動画、Instagram リール 

動画 

Ceramics Now 2026 年 4 月 2 日配信 
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【企画展入館者実績】 

① 企画展別入館者数 （単位：人） 

企画展 会期 開館 
日数 有料 新聞 無料 合計 1 日当り 

(人/日) 
菊池コレクション 

現代陶芸のすすめ展 

4/1 
～ 

5/6 
32 2,195 946 231 3,372 105 

鳥々 

藤本能道の色絵磁器展 

6/7 
～ 

9/28 
98 6,778 1,708 329 8,815 90 

第 11 回菊池ビエンナーレ 

陶芸の現在展 

12/13 
～ 

3/22 
82 6,741 1,152 640 8,533 104 

合  計 212 15,714 3,806 1,200 20,720 98 

    

② 月別入館者数 （単位：人） 

月 開館
日数 有料 新聞 無料 合計 1 日当り 

(人/日) 備考 

4 月 26 1,522 598 159 2,279 88  

5 月 6 673 348 72 1,093 182  

6 月 20 1,795 93 48 1,936 97  

7 月 27 1,332 190 61 1,583 59  

8 月 27 1,582 310 70 1,962 73  

9 月 24 2,069 1,115 150 3,334 139  

10 月        

11 月        

12 月 13 1,112 42 152 1,306 100  

1 月 26 1,732 161 145 2,038 78  

2 月 24 2,137 344 121 2,602 108  

3 月 19 1,760 605 222 2,587 136  

合計 212 15,714 3,806 1,200 20,720 98  

※10～11 月は敷地内の設備工事等により休館 

 

③ 企画展別入館者数（計画比） （単位：人） 

 計画 実績 増減 計画比(%) 

菊池コレクション展 2,420 3,372 952 139.3 

藤本能道展 7,480 8,815 1,335 117.8 

菊池ビエンナーレ展 6,520 8,533 2,013 130.9 

合計 16,420 20,720 4,300 126.2 
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 (4）調査・研究 

1）陶磁器を中心とした近現代工芸及びその関係資料に関する調査研究 

近現代工芸史及び現代の状況に係る資料等の収集を行い、工芸文化についての調査研

究を行いました。 

 

2）収蔵品の調査及び研究 

収蔵作品についての資料整理と調査研究を行いました。 

 

（5）現代陶芸作家の育成、表彰 

1）第 11 回菊池ビエンナーレ 

過去最多となる 452 点の応募から、第 1 次画像審査と第 2 次作品審査を経て受賞作品 5

点を含む入選 46 点を選出しました。今回より国外応募についての規定を変更したこと等

により、国外からの応募が大幅に増加しました。 

入選作品は 12 月 13 日（土）から展覧会にて一般公開いたしました。展覧会の初日には、

授賞式を実施しております。受賞は以下のとおりです。 

 

大 賞：中根楽「境界の思考」 

優秀賞：ヘルミー・ブルグマン「David XVⅢ」 

奨励賞：石田和也「備前磁器壺」 

奨励賞：ダニエル・チャウ「Narrative」 

奨励賞：レイ・ブラウン「Gourd Vase」 

 

（6）刊行物の作成・頒布 

1)「菊池コレクション 現代陶芸のすすめ」展 

ポスター（B1･B2）、チラシ（A4）、来館者用作品リスト 

2)「鳥々 藤本能道の色絵磁器」展 

ポスター（B1･B2）、チラシ（A4）、来館者用作品リスト 

3)「第 11 回菊池ビエンナーレ 陶芸の現在」展 

ポスター（B1･B2）、チラシ（A4）、来館者用作品リスト、図録（700 部） 

 

２．美術鑑賞の教育普及 

(1)各展覧会における関連行事の実施 

前述のとおり、各展覧会においてギャラリートークやトークイベントなどを通じて教育

普及に努めました。 
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(2)港区ミュージアムネットワークへの参加 

本ネットワークは港区内の博物館・美術館等が相互に連携・協力して、「区内に集積する文

化財・文化資産」の有効な活用を図りながら、各館独自の特色を生かした事業を展開すると

ともに、広く情報を発信し、利用者の益に資することを通じて、「港区文化芸術振興条例」

が目指す区民及び区に訪れる人々の豊かで充実した暮らしを実現することを目的とし、平成

20 年 8 月 21 日に設立されました（設立母体：教育委員会文化財課、地域振興課、高齢者支

援課、Ｋiss ポート財団）。当館も引き続き令和７年度の下記事業に参加いたしました。 

・港区ミュージアムネットワーク全体会（6 月 30 日）への参加 

・「ミナコレ 2025」への参加（スタンプラリーおよび特別特典協力への参加） 

・港区地域振興課のご協力をいただき、各展覧会の周知を実施 

・みなと科学館のサイエンス街歩きイベントへの協力（1 月 18 日「街化石をさがそう！」） 

 

３．広報活動 

(1）広報活動 

① プレスリリースの発信（日本語・英語） 

・「鳥々 藤本能道の色絵磁器」展 

・「第 11 回菊池ビエンナーレ 陶芸の現在」展（募集告知、審査結果、展覧会） 

② プレスプレビューの開催 

・「鳥々 藤本能道の色絵磁器」展 

・「第 11 回菊池ビエンナーレ 陶芸の現在」展 

③ SNS ユーザー向け特別鑑賞会 

・「鳥々 藤本能道の色絵磁器」展 

・「第 11 回菊池ビエンナーレ 陶芸の現在」展 

④ SNS・WEB を利用した情報発信 

ホームページ、Instagram、Facebook、X、Threads を利用し、積極的な情報発信を適宜

行うとともに、yahoo!広告、TikTok、LINE 広告、インフルエンサーの活用や国内外の

各種媒体の有料記事も活用を行い、情報発信の範囲拡大に努めました。 

⑤ 駅貼りポスターの掲示 

東京メトロの主要駅や京王線沿線へポスターを掲示し、沿線利用のお客さまに対して

周知を行い、認知度向上を図りました。 

⑥ 英語の情報発信の充実 

ホームページや展覧会の掲示物などを充実させることで、外国人のお客さまに対して

も情報発信を行いました。 

また、第 11 回菊池ビエンナーレの募集告知、展覧会告知は、海外のサイトにも記事を

掲載しました。 
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４．情報収集活動 

(1)地域・他団体との連携 

① 大倉集古館、泉屋博古館東京、当館は、近隣の美術館同士、協力・連携をしています。

３館は美術館運営の課題等の相談を適宜行っています。 

② 毎年秋に開催される「ARK Hills Music Week」に参加しました。今年度は、休館期間中

のためキックオフミーティングへの参加（5 月 20 日）およびスタンプラリーの景品協

力での参加を行ないました。 

③ 東京の美術館・博物館等共通入館券 2025 実行委員会に加盟 

東京の美術館・博物館等共通入館券実行委員会の目的は、公益財団法人東京都歴史文化財

団の傘下で、共通入館券「ぐるっとパス」の発行を通じて、広く都民及び東京を訪れる人等

に芸術文化に親しむ機会を提供することにより、東京の文化の一層の進行を図ることとし

ています。 

当館は引き続き加盟し、令和 7 年度の入館実績は 7,490 名と前年よりも増加いたしまし

た。なお、「ぐるっとパス」の広告・告知は、新聞、雑誌、SNS、専門新聞及び交通機関等

に定期的に掲出されています。 

・ぐるっとパス総会（12 月 3 日）、幹事会（2 月 19 日）への参加 

・適宜、情報連携・共有を実施しました。 

 

(2)他美術館との連絡会等への参加 

1)日本博物館協会、私立美術館会議への加入による情報の収集 

当館は、平成 13 年 2 月 8 日に財団法人日本博物館協会に入会いたしました。 

日本博物館協会は、会員による全国博物館大会及び公・私立館⾧会議を開催し、国、地方

公共団体に関連する施策の推進を働きかけています。 

私立美術館会議には、平成 23 年 3 月 11 日に入会いたしました。本会議の目的は、私立美

術館相互の連絡、提携を図ることです。これらの組織が実施する会合等への参加を通じて、

美術館運営に関する情報収集・情報交換を行なっています。 

・日本博物館協会総会（6 月 17 日）への参加 

・私立美術館会議分科会（7 月 11 日）、総会（10 月 17 日）への参加 

 

 

Ⅲ．運営体制に関する取り組み等 

(1)ガバナンス向上に向けた取り組み 

・新しい公益法人制度への対応を進め、新規に公益充実資金取扱規程を制定しました。

あわせて理事会において、制度変更の内容について共有しました。 

・既存規程類の棚卸しを実施しました。 
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・災害発生時に備えた全職員、委託先も含めた防災訓練を実施しました（11 月 10 日）。

訓練後には参加者にアンケートを実施し、課題を整理。あわせて、マニュアル整備の実

施やビルの消防訓練への参加を実施しました。 

・毎月の会議において、職員より予算や業務の進捗状況、検討事項等の報告を行い、理

事⾧との情報共有を行なっています。 

(2)博物館法改正への対応 

・博物館法改正に伴う再登録手続きの準備を進めました（令和 8 年 4 月手続き開始）。 


